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吉川柴和　会長

様々な「共生」への発展の年を期待して
シンビオ社会研究会の会員情報

活動報告
－ 21世紀の共生型原子力システムに関する国際会謙（l SSHP）

および日韓学生サマースクール報告
－ インタラクティブ・ワークショップ

r明日の人・環境・社会のための共生インタフェース」報告
－ カフェサロン

「国際文化比較論一文化・科学・技術と教育の関わり－ 」報告



会
長
挨
拶

様
々
な

「
共
生
」
　
へ
の
発
展
の
年
を
期
待
し
て

二
年
前
の
シ
ン
ビ
オ
社
会
研
究
会
の
N
P
O
法
人
化
に
際
し
大
き
な
記
念
事
業
と
し
た
、
三
十
一
世

紀
の
共
生
型
原
子
力
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
国
際
会
議
（
一
S
S
N
P
）
」
の
開
催
は
、
第
一
期
役
員
の
多
く
の
方

々
、
国
際
会
議
開
催
地
の
各
機
関
の
方
々
な
ど
の
ご
尽
力
、
ご
協
力
に
よ
っ
て
成
功
裏
に
終
了
で
き
ま
し

た
。
同
会
議
に
中
園
丁
黒
龍
江
省
か
ら
参
加
の
ハ
ル
ビ
ン
工
程
大
学
核
科
学
・
工
学
科
の
張
　
志
倹
　
院

長
の
申
し
出
に
よ
っ
て
　
第
二
回
目
の
一
S
S
等
N
0
0
∞
が
本
年
九
月
上
旬
、
ハ
ル
ビ
ン
工
程
大
学
で
開
催
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
筆
者
も
そ
の
開
催
に
国
際
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
と
し
て
協
力
し
て
い
ま
す
。

シ
ン
ビ
オ
発
足
の
記
念
事
業
と
し
て
単
発
の
国
際
会
議
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
思
い
が
け
な
く
今
後

も
継
続
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
大
き
な
喜
び
で
す
。
原
子
力
に
は
、
単
に
機
械
と
人
間
と
の
共
生

だ
け
で
な
く
、
原
子
力
事
業
の
地
域
と
の
共
生
、
原
子
力
を
介
し
て
東
ア
ジ
ア
と
欧
米
各
国
の
教
育
研
究

者
、
技
術
者
間
の
関
係
作
り
と
、
新
た
な
共
生
へ
発
展
が
あ
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
平
成
十
九
年
度
実
施
の
社
会
啓
発
事
業
で
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
の
若
手
研
究
者

の
新
た
な
研
究
の
試
み
を
一
般
市
民
や
大
学
生
、
高
校
生
に
対
話
紹
介
す
る
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
セ
ッ
シ

ョ
ン
を
初
め
て
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
国
内
在
住
の
欧
米
文
化
人
を
招
待
し
、
本
会
メ
ン
バ
ー
や
学
生
さ

ん
の
企
画
で
、
「
日
本
の
中
の
外
国
人
、
外
国
の
中
の
日
本
人
」
と
し
て
日
頃
の
生
活
体
験
か
ら
、
良
い
と

思
っ
た
こ
と
、
こ
れ
は
ど
う
か
と
思
っ
た
こ
と
を
英
語
で
語
っ
て
も
ら
い
、
フ
ロ
ア
か
ら
も
話
し
か
け
る

と
い
う
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ
フ
ェ
サ
ロ
ン
も
行
い
ま
し
た
。
身
近
な
国
際
文
化
比
較
で
し
た
が
、
参
加

し
た
若
い
高
校
生
や
大
学
生
さ
ん
に
は
英
語
教
育
と
い
う
面
で
も
良
い
機
会
と
好
評
で
し
た
。

こ
の
二
年
間
の
第
t
期
活
動
で
、
非
営
利
活
動
法
人
と
し
て
の
一
通
り
の
官
庁
・
税
務
手
続
き
を
経
験

し
ま
し
た
。
N
P
O
に
は
意
外
に
面
倒
な
事
務
作
業
が
伴
う
な
、
と
い
う
の
が
偽
ら
ぬ
実
感
で
す
。
第
二

期
の
活
動
に
入
り
、
こ
れ
ま
で
の
国
際
会
議
開
催
、
若
手
研
究
者
や
一
般
市
民
、
学
生
さ
ん
と
の
社
会
啓

発
的
行
事
を
継
続
発
展
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
日
中
環
境
・
省
エ
ネ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
役
員
、
会
員
の
方
々
に
は
日
頃
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
、
お
仕
事
で
超
ご
多
忙
と
は
思
い
ま
す
が

、
ご
自
分
の
仕
事
に
シ
ン
ビ
オ
の
場
が
活
か
せ
た
ら
良
い
な
と
の
お
気
持
ち
で
活
動
に
ご
参
加
下
さ
い
ま

す
よ
う
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
も
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
シ
ン
ビ
オ
社
会
研
究
会
　
会
長
　
吉
川
　
柴
和



役員リスト
役職名 �氏名 �役割 � �謹′ さ 十二 ざ、 �●  

会長 �吉川　柴和 �総括t総務 

副会長 �杉万　俊夫 �事業統括 

理事 �若林　靖永 �社会啓発事業 

理事 �下田　宏 �学術事業 

理事 �長松　隆 �社会啓発事業 

理事 �石井　裕剛 �学術事業 

理事 �伊藤　京子 �社会啓発事業 

理事 �作田　博 �学術事業 

理事 �松本　英治 �国際連携事業 

理事 �丹羽　雄二 �学術事業 

理事 �久郷　明秀 �社会啓発事業 

理事 �西川　佳秀 �社会啓発事業 

理事 �五福　明夫 �国際連携事業 

理事 �山本　倫也 �学術事業 

理事 �手塚　哲央 �国際連携事業 

理事 �福井　卓雄 �国際連携事業 �一■ ‾TTT■ ‘ ‾・－ ．＿、 � 

理‾ �‾醐覿直拶 �啓発事業 �ゝ‾と‾′ 仁、こ′ て‾＼≡ � � 

理事 �田廓l  �社暑啓発崖業 �封 � 
理 �村、譲二、‾■ 之　覇 �国膠連携学業 � � 

一二・至－ ク J ・二㌔．1 �� 

監事 �永藍ノ盲彦 � 

監事 �新田　隆司 � 



会員の種類
シンビオ社会研究会の会員には次の4種類があります。
1．正会員　2．登録会員　3．賛助会員　4．海外連絡会員
海外連絡会員は、理事会の推薦で会長が海外の個人に委嘱しています。現在次の3名
の方が海外連絡会員です。
李　徳衝　さん（大連字源投資顧問有限公司）
周　楊平　さん（北京清華大学核エネルギー・新エネルギー設計研究院）
楊　明　さん　（ハルビン工程大学核科学・工学科）
各会員の入会金、年会費とサービス内容は、下表の通りです。なお、海外連絡会員
は・入会金、年会費は不要です。また、2007年度より次のようにしています。
● 本会の行う活動行事等にご参加の方には、ご本人の同意を得て登録会員になって
もらうようにしております（入会金、年会費不要）。登録会員から正会員への変
更には入会金は不要です。

● 正会員で2年間正会員章を滞納されると自動的に登録会員に変更します。

入会の方法
シンピオ社会研究会のホームページをご覧の上、ホームページより会員入会申込書
をダウンロードして、左記のいずれかの方法で申込書をご送付下さい。
● 郵送の場合
〒606－ 8306　京都市左京区吉田中阿達町37－ 1マ・メゾン102号室
シンビオ社会研究会事務局　あて
● 電子メール添付の場合
シンビオ社会研究会　事務局メール　hi dekazuyoshi kawa＠ni ke．eonet．ne．j p

正会員 �登録会員＿ �賛助会員 
入会金 �1000円 �なし �なし 

年会費 �2000円 �なし �50000円／1口 
ニュースレター �郵送いたします �－  �郵送いたします 

講演会のメール案内 �あり �あり′  �あり＿ 

協賛行事のメール案内 �あり �あり �あり 
セミナーの割引 �あり �‾　なし �あり 

＿　見学会の割引 �あり �なし �あり 
ホームページから活動 　報告の入手 �あり �なし �あリー 

総会での議決権」役員 選挙権、役員被選挙権 �あり �なし �ノ　なし 

ホームページでの賛助 会員の明記及びリンク �－  �－  �あり 

シンビオの各種プロジェ クト活動の案内 �あり �なし �あり。口数に応 じた人数に参加 いただけます。 



セミナー修了式（もんじゅシミュレータ）

プレナリセッション会場風景

ー
　
　
　
　
　
r
　
　
■
■
可

十
一
世
紀
の
共
生
型
原
子
力
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
国
際
会
議
（
誘
S
Z
P
）

お
よ
び
日
韓
学
生
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
報
告

吉
川
　
柴
和
▲
五
福
　
明
夫
・
福
井
　
卓
雄
・
石
井
　
裕
剛
　
記

福
井
県
敦
賀
市
の
若
狭
湾
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
平
成
1
9
年
7
月
9
日
　
（
月
）
　
か
ら
日
日

（
水
）
　
の
3
日
間
、
二
つ
の
国
際
交
流
行
事
を
行
い
ま
し
た
。
一
S
S
弓
は
次
の
3
つ
を
目
的
と
し
て
今
回
初
め

て
開
催
し
ま
し
た
。

①
2
1
世
紀
の
共
生
型
原
子
力
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
と
く
に
3
分
野
（
制
御
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た

め
の
計
測
・
監
視
処
理
技
術
、
シ
ス
テ
ム
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

技
術
、
技
術
の
社
会
、
環
境
と
の
共
生
の
あ
り
か
た
）
　
の
新
た
な
ア
イ
デ
ア
の
提
起
と
研
究
情
報
の
交

換
を
行
う
。

②
東
ア
ジ
ア
の
若
手
研
究
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
資
す
る
。

③
若
狭
湾
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
教
育
の
拠
点
形
成
に
資
す
る
。

会
議
へ
の
参
加
者
は
、
合
計
1
1
7
名
で
、
国
外
か
ら
は
4
3
名
（
韓
国
、
中
国
、
台
湾
、
米
国
、
ス
エ
ー
デ
ン
、

デ
ン
マ
ー
ク
、
ノ
ル
ウ
ェ
イ
）
、
国
内
は
7
4
名
で
し
た
。
初
日
の
プ
レ
ナ
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
会
議
参
加
者
1
1
7

名
に
、
地
域
の
企
業
、
大
学
、
■
般
市
民
の
参
加
者
約
9
0
名
を
加
え
て
、
約
2
0
0
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
3
つ
の
キ
ー
ノ
ー
ト
講
演
と
、
3
つ
の
パ
ラ
レ

ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
応
募
論
文
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
発
表
さ
れ
た
全
応
募
論
文

数
は
5
2
件
で
内
訳
は
日
本
2
7
、
中
国
1
1
、
韓
国
－
、
台
湾
3
、
ノ
ル
ウ
ェ
イ
1
、

米
国
1
、
ス
エ
ー
デ
ン
1
、
デ
ン
マ
ー
ク
1
で
し
た
。

一
S
S
弓
の
開
催
に
は
、
関
西
電
力
株
式
会
社
、
福
井
県
、
敦
賀
市
、
若
狭
湾
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
、
日
本

原
子
力
研
究
開
発
機
構
、
日
本
原
子
力
学
会
、
関
西
エ
ネ
ル
ギ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
研
究
振
興
財
団
、
福
井
観
光
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
に
様
々
な
形
の
後
援
を
得
る
と
と
も
に
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
学
会
、
日
本
保
全
学

会
、
計
測
自
動
制
御
学
会
関
西
支
部
、
日
本
人
間
工
学
会
関
西
支
部
の
協
賛
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
S
S
弓
に
並
行
し
て
開
催
の
日
韓
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、
日
韓
学
生
・
若
手
研
究
者
だ
け
で
な
く
、
中
国
か
ら
の

参
加
者
も
含
め
て
日
韓
中
3
カ
国
の
学
生
・
若
手
研
究
者
に
よ
る
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
学
生

・
若
手
研
究
者
数
は
2
1
名
で
、
そ
の
内
訳
は
、
中
国
－
名
、
韓
国
8
名
、
日
本
6
名
で
し
た
。
な
お
、
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
実
施
に
は
日
本
原
子
力
学
会
日
韓
学
生
交
流
事
業
連
絡
会
よ
り
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。



写真2　話に聞き入る参加者たち

イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

聯
「
明
日
の
人
・
環
境
・
社
会
の
た
め
の
共
生
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
」
報
告

9
月
8
日
土
曜
日
の
午
後
に
京
大
工
学
部
総
合
校
舎
3
0
2
号
圭
で
開
催
し
た
。
今
回
初
め
て
の
試
み
で
7

件
の
出
展
が
あ
り
、
4
4
名
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。

大
阪
大
学
の
「
苛
警
車
目
標
表
情
を
表
出
す
る
た
め
の
表
情
ト
レ
l
；
グ
シ
ス
テ
ム
」
は
、
ノ
ー
ト
パ
ソ

コ
ン
3
台
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
（
写
真
1
）
。
う
れ
し
い
時
に
素
敵
な
笑
顔
を
作
り
た

い
な
ら
、
ど
の
よ
う
に
筋
肉
を
動
か
し
ど
の
筋
肉
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
れ
ば
よ
い
か
訓
練
す
る
。
神
戸
大
学
の

「
熟
練
者
の
目
の
付
け
所
を
記
録
す
る
教
材
ビ
デ
オ
作
成
シ
ス
テ
ム
」
は
、
コ
ー
ヒ
ー
の
入
れ
方
か
ら
プ
ラ
ン

ト
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で
、
熟
練
者
か
ら
初
心
者
に
技
能
を
伝
え
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
。
技
能
を
体
得
し
た

熟
練
者
の
目
の
付
け
所
と
関
連
情
報
が
非
常
に
巧
く
表
示
さ
れ
、
様
々
な
場
面
で
の
応
用
が
期
待
さ
れ
る
。
京

都
工
芸
繊
維
大
学
の
「
［
m
r
F
‥
日
常
の
つ
ま
ら
な
い
作
業
を
楽
し
く
す
る
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
」

は
、
8
8
鍵
キ
ー
ボ
ー
ド
ま
で
持
ち
込
ん
で
の
本
格
的
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た
。
オ
フ
ィ
ス
で
の
作
業

や
ピ
ア
ノ
の
基
礎
練
習
な
ど
つ
ま
ら
な
い
作
業
を
ゲ
ー
ム
化
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
一
生
懸
命
作
業
す
れ
ば

キ
ャ
ラ
ク
タ
が
成
長
し
、
対
戦
ゲ
ー
ム
で
勝
つ
可
能
性
が
高
く
な
る
の
が
ミ
ソ
で
あ
る
。
単
純
だ
が
ゲ
ー
ム
の

完
成
度
が
高
く
、
納
得
ゆ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
京
都
大
学
の
「
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

デ
ィ
ベ
ー
ト
、
ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
で
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
創
出
す
る
E
ラ

山
本
　
倫
也
　
記

1
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」
は
、
京
大
と
中
国
北
京
清
華
大
学
の
間
を
イ
ン
タ
ネ
ッ
ト

で
結
ん
で
行
っ
た
国
際
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
発
表
で
あ
っ
た
。
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
学
生
は
思

わ
ず
勉
強
す
る
な
ど
、
実
用
的
な
シ
ス
テ
ム
な
ら
で
は
の
効
果
が
あ
る
。
「
身
近
な
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
応
用
～

断
熱
ガ
ラ
ス
コ
ー
ト
～
」
は
環
境
ベ
ン
チ
ャ
ー
出
展
で
、
ナ
ノ
粒
子
の
優
れ
た
機
能
を
ガ
ラ
ス
に
塗
布
す
る
バ
イ
ン
ダ

ー
技
術
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
白
熱
灯
に
透
明
な
ガ
ラ
ス
を
か
ざ
す
だ
け
で
、
断
熱
ガ
ラ
ス
コ
ー
ト

の
効
果
で
、
熱
さ
が
感
じ
ら
れ
な
く
な
る
も
の
で
、
ガ
ラ
ス
コ
ー
ト
の
高
機
能
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
が
わ
か
り
や
す
く
、
多
く
の
参
加
者
が
話
に
聞
き
入
っ
て
い
た
（
写
真
2
）
。
岡
山
県
立
大
の
「

一
⊃
t
e
r
C
h
a
t
‥
タ
イ
ピ
ン
グ
の
リ
ズ
ム
か
ら
身
体
動
作
を
自
動
生
成
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
チ
ャ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
」
と
「

「
［
宅
‖
教
師
と
生
徒
の
動
物
キ
ャ
ラ
ク
タ
と
共
に
学
ぶ
学
習
支
援
シ
ス
テ
ム
」
の
2
件
で
は
、
発
表
学
生
の
熱
心
な
気

持
ち
が
伝
わ
っ
た
。
滋
賀
県
膳
所
高
校
の
若
い
生
徒
さ
ん
た
ち
1
7
人
の
参
加
で
、
会
場
全
体
が
〓
気
に
盛
り
上
が
っ
た

の
が
印
象
的
で
し
た
。



dこ
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パネル風景

、
オ
ア
ユ
サ
ロ
ン
「
国
際
文
化
比
較
論

1
文
化
・
科
学
・
技
術
と
教
育
の
関
わ
り
I
L
報

久
郷
　
明
秀

京
大
人
間
・
環
境
学
研
究
科
博
士
課
程
1
年
の
竹
内
み
ち
る
さ
ん
の
司
会
、
杉
万
先
生
の
司
会
協
力
で
、
基

調
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
も
に
、
英
語
で

発
表
さ
れ
、
講
演
で
は
司
会
者
の
竹
内
さ
ん
が
講
演
者
の
英
文
の
発
表
ス
ラ
イ
ド
を
和
訳
解
説
し
、
パ
ネ
ル
で

は
杉
万
先
生
が
パ
ネ
リ
ス
ト
や
聴
衆
の
意
見
を
適
宜
通
訳
さ
れ
た
。

基
調
講
演
講
師
の
米
国
人
ダ
ル
ス
キ
ー
博
士
は
、
現
在
、
京
大
客
員
講
師
で
あ
る
。
同
氏
は
米
国
と
日
本
で

比
較
文
化
研
究
の
調
査
成
果
の
一
端
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
さ
れ
た
。
日
本
で
も
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が

東
京
や
大
阪
か
ら
地
方
に
波
及
し
、
地
方
の
若
い
世
代
に
も
米
国
や
日
本
の
大
都
会
と
同
様
に
職
場
よ
り
も
家

族
や
友
人
を
大
切
に
す
る
意
識
、
個
性
を
大
事
に
す
る
な
ど
個
人
主
義
的
に
な
っ
て
い
る
。
日
米
の
親
密
な
対

人
関
係
の
学
生
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
研
究
成
果
で
は
、
自
分
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
の
変
化
が
そ
の

時
の
そ
の
人
の
置
か
れ
た
環
境
や
文
化
に
依
存
す
る
こ
と
、
自
意
識
が
相
手
　
（
他
者
）
と
重
な
り
合
う
こ
と
、

相
互
に
高
く
評
価
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
尊
意
識
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
は
共
通
で
あ
る
が
、
日
本

学
生
で
は
自
尊
意
識
は
相
手
に
誉
め
て
も
ら
う
こ
と
で
高
ま
る
の
に
対
し
、
米
国
人
学
生
は
自
尊
意
識
が
高
ま

る
と
自
分
で
自
分
を
誉
め
て
誇
示
す
る
よ
う
に
、
や
は
り
日
米
で
態
度
は
異
な
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
ー
ク
を
は
さ
ん
で
始
ま
っ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は

先
ず
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
ル
ン
ド
博
士
が
ノ
ル
ウ
ェ
イ
と
日
本
で
の
長
い
生
活
体
験
か

ら
の
感
想
、
続
い
て
フ
ラ
ン
ス
の
ツ
エ
ル
二
1
夫
人
が
日
本
で
の
生
活
経
験
、
そ
し
て
最
後
に
福
井
大
学
の
川
本

博
士
が
、
英
国
で
の
研
修
体
験
を
発
表
さ
れ
た
。
と
く
に
ル
ン
ド
博
士
、
チ
ェ
ル
ニ
ー
夫
人
か
ら
、
は
っ
き
り
も

の
を
言
わ
ず
、
暗
黙
で
場
を
読
む
こ
と
に
重
き
を
お
く
日
本
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
傾
向
に
対
し
、
は
っ
き

り
意
思
表
示
を
す
る
こ
と
を
重
要
と
考
え
る
欧
州
の
考
え
方
を
対
比
し
て
、
そ
の
辺
に
違
和
感
を
持
つ
こ
と
を
強

調
さ
れ
た
。

そ
の
後
の
会
場
フ
ロ
ア
と
パ
ネ
リ
ス
ト
の
対
話
応
酬
は
大
変
多
岐
に
わ
た
っ
て
興
味
深
い
も
の
だ
っ
た
が
、
詳

細
は
シ
ン
ビ
オ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
再
現
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
t
t
p
‥
＼
＼
s
y
∃
－
b
i
P
L
p
⊃
．
〇
「
g
＼
f
一
一
e
＼
f
i
訂
■
N
8
コ
二
〇
一
芸
の
一
P
p
d
f



2007年度の主な活動実績
2007年
5月9日　第1回理事会・通常総会・シンビオ講演会
6月23日　第1回研究談話会
7月9　　21世紀の共生型原子力システムに関する国際会
～11日　議（ISSNP）・KNS－ AESJ 学生サマースクール

（於：若狭湾エネルギー研究センター）
9月8日　第2回研究談話会

（インタラクティブ・ワークショップ「明日の人
・環境・社会のための共生インタフェース」）

11月2日　第2回理事会・シンビオ講演会（カフェサロン
「国際文化比較論一文化・科学・技術と教育の関

わり」）
12月6日　公開ワークショップ「学習する組織による原子力

組織の安全文化醸成」
2008年
1月25日　第3回理事会・シンビオ技術交流会
3月7日　第4回理事会1「エネルギー・環境問題の国際動

向を考える」講演会

2008年度の主な活動予定
2008年
5月9日　第1回理事会・通常総会・大連フォーラム2008事

前説明会
9月8　1SSNP2008（中国・ハルビン工程大学）
一一10日

9月18　　環境・省エネ日中共同フォーラム
～21日　（中国・大連理工大学国際会議中心）

10月24日　第2回理事会・講演会（カフェサロン）
11月　　研究談話会（インタラクティブ・セッション）

（日時・場所　未定）
12月12日　公開ワークショップ「学習する組織による原子力

組織の安全文化醸成」（キャンパスプラザ京都）
2009年
1月23日　第3回理事会・シンビオ技術交流会
3月6日　第4回理事会・「エネルギー・環境問題の国際動

向を考える」講演会

発行　シンビオ社会研究会
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